
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

中中中央央央放放放射射射線線線室室室ニニニュュューーーススス   2007 年 06 号 

特 集 最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス 

 
最
新
の
心
臓
血
管
撮
影
装
置 

 

当
院
で
は
、
循
環
器
科
で

こ
の
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
の

検
査
・
治
療
を
、
主
に
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
法
（
細
い
管
を

血
管
か
ら
心
臓
に
到
達
さ
せ

て
行
う
方
法
）
を
用
い
て
行

っ
て
お
り
、
現
在
年
間
７
０

０
件
か
ら
８
０
０
件
に
達
し

て
い
ま
す
。 

２
室
体
制 

 

こ
れ
ま
で
１
部
屋
し
か
な

か
っ
た
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室

で
す
が
、
こ
の
た
び
の
増
設

に
よ
り
２
部
屋
と
な
り
、
緊

急
の
検
査
・
治
療
が
重
な
っ

た
場
合
、
ま
た
仮
に
ど
ち
ら

か
の
装
置
が
故
障
し
た
場
合

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
増
設
し
た
⑩
番
検

査
室
を
冠
動
脈
検
査
治
療
関

連
に
。
ま
た
、
同
時
バ
イ
プ

レ
ー
ン
機
能
（
同
時
に
二
方

向
か
ら
撮
影
で
き
る
）
の
あ

る
従
来
の
⑨
番
検
査
室
を
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
電
気

生
理
機
能
関
連
に
使
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
部
屋
ご
と
の
分
担

が
明
確
に
な
り
、
よ
り
専
門

的
に
ス
ム
ー
ズ
に
検
査
・
治

療
を
行
え
る
様
に
な
り
ま
し

た
。 

 
高
度
化
さ
れ
た
Ｘ
線
診

断
装
置 

 

こ
の
た
び
増
設
さ
れ
た
装

置
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
製
で
最

新
の
機
能
を
備
え
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
装
置
は
高
性
能
の
受

像
セ
ン
サ
ー
を
使
用
し
、
さ

ら
に
シ
ス
テ
ム
自
体
の
効
率

化
が
計
ら
れ
て
い
て
、
術
者

が
手
技
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
以
前
か
ら
使
用
し
て

き
た
フ
ィ
ル
ム
系
の
ア
ナ
ロ

グ
媒
体
を
廃
止
し
、
す
べ
て

３６５日２４時間体制で 
緊急検査に対応 
 日本人の死因の第二位が心疾患です。 

 心臓病死の多くを占める心筋梗塞や狭心症

は、心臓の筋肉に酸素を送る冠動脈の内腔

が動脈硬化などのために狭くなったり、つまっ

たりして起きる病気です。 
  心筋梗塞は以前までは、発病後２４時間以

内に急死する例が非常に多く、この病気に罹

った人の３分の１までは、１～２週間以内に死

亡したといわれています。  現在では、治療

環境、技術が整い死亡率は以前の半分以下

に下がっていますが、 発症からいかに早く検

査⇒治療をおこなえるのかがキーポイントとな

ります。 

デ
ジ
タ
ル
信
号
で
検
査
画
像

デ
ー
タ
を
保
存
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
⑨
番
⑩
番
検
査
室
は
も

と
よ
り
、
各
病
棟
・
外
来
診

察
室
で
も
そ
の
デ
ー
タ
を
閲

覧
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
当

院
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

に
対
応
し
、
患
者
様
へ
の
説

明
、
診
療
が
よ
り
早
く
確
実

に
行
え
る
様
に
な
り
ま
し

た
。 

 
 

  

心臓カテーテル検査室 
 待望の２台体制 

■新しい装置の感想■ 
 非常に美しい！！0.2 ミリ程度の構造物もはっき

りと見え、なおかつ画像の歪みもないため、正確な

狭窄の割合が把握できるようになりました。また、

以前の検査画像がすばやく参照できるようにもな

り、病態の変化も一目瞭然です。 
        By アンギオ担当技師 


